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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
天
使
と
悪
魔

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
９
５
９
Ｇ

【
作
者
名
】

　
と
り
ま
る

【
あ
ら
す
じ
】

　
聖
戦
と
呼
ば
れ
る
世
界
規
模
の
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら
５
年
。
イ
ベ
ル
ク
ル

王
国
特
殊
部
隊
『
百
合
』
の
第
一
部
隊
隊
長
、
ラ
ラ
は
、
上
司
か
ら
の
命
令
で

あ
る
田
舎
町
に
向
か
う
。
そ
こ
で
出
会
っ
た
少
女
、
ア
リ
ア
は
な
ん
と
世
界
を

滅
ぼ
す
運
命
の
少
女
だ
っ
た
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

最
初
っ
か
ら
凄
く
カ
オ
ス
か
も
し
れ
ま
せ
ん
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プ
ロ
ロ
ー
グ

今
か
ら
数
世
紀
前
、
あ
る
小
さ
な
田
舎
で
『
空
の
予
言
書
』
と
い
う
本
が
発
見

さ
れ
た
。

そ
の
本
に
は
世
界
の
破
滅
へ
の
歴
史
が
細
々
と
書
か
れ
て
い
た
。

当
時
の
科
学
者
は
誰
一
人
と
し
て
そ
れ
を
信
用
し
な
か
っ
た
。

け
れ
ど
も
。

そ
れ
か
ら
数
百
年
が
た
っ
た
あ
る
日
、
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
巨
大
な
戦
争
が
起

き
る
。

『
聖
戦
』

人
々
は
言
う
。

一
体
誰
が
こ
ん
な
名
前
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
。

人
々
は
言
う
。

何
故
、
あ
ん
な
惨
い
戦
争
に
「
聖
」
な
ど
つ
け
た
。

誰
が
何
の
た
め
に
起
こ
し
た
な
ん
て
、
も
う
誰
も
知
ら
な
い
。

そ
し
て
、
今
年
の
５
月
１
９
日
で
終
戦
か
ら
５
年
が
た
つ
。

ル
キ
暦
１
７
０
６
年
５
月
２
日

イ
ベ
ル
ク
ル
王
国
宮
殿
前
大
広
場

『
女
王
陛
下
万
歳
！
』

『
女
王
陛
下
万
歳
！
』

世
界
一
巨
大
な
帝
国
と
さ
れ
る
イ
ベ
ル
ク
ル
王
国
に
て
、
新
た
な
女
王
を
祝
う
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祭
り
が
行
わ
れ
て
い
た
。

「
見
て
く
だ
さ
い
。
人
々
が
皆
、
貴
女
の
女
王
就
任
を
祝
っ
て
お
り
ま
す
」

「
あ
ら
本
当
。
素
敵
ね
、
リ
リ
ィ
」

「
女
王
、
さ
ぁ
、
お
手
を
」

「
あ
り
が
と
う
、
レ
ン
」

女
王
と
呼
ば
れ
た
そ
の
少
女
は
、
眼
鏡
を
か
け
た
男
性
に
手
を
引
か
れ
、
カ
ー

テ
ン
の
幕
を
開
け
る
。

と
同
時
に
、
人
々
の
歓
声
が
彼
女
を
包
む
。

『
女
王
陛
下
万
歳
！
』

『
女
王
陛
下
万
歳
！
』

「
う
ふ
ふ
。
こ
れ
が
私
の
国
な
の
ね
。
何
て
素
敵
な
の
か
し
ら
」

「
そ
う
で
す
ね
。
女
王
陛
下
」

「
そ
う
で
す
な
。
女
王
陛
下
」

「
あ
ら
あ
ら
。
昔
み
た
い
に
『
姫
さ
ん
』
っ
て
呼
ん
で
は
く
れ
な
い
の
か
し
ら

？
」

「
ふ
ふ
・
・
・
。
そ
れ
は
無
理
で
す
ね
」

「
そ
う
な
の
？
そ
れ
は
残
念
だ
わ
ぁ
・
・
・
。
・
・
・
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く

ね
？
女
王
直
属
軍
の
お
二
人
さ
ん
！
」

「
・
・
・
ハ
ッ
。
女
王
直
属
特
殊
部
隊
、
『
鷹
』
の
名
に
か
け
、
貴
女
を
未
来

永
劫
お
守
り
し
ま
す
」

「
・
・
・
女
王
直
属
特
殊
部
隊
、
『
百
合
』
の
名
に
か
け
、
貴
女
を
い
つ
ま
で

も
・
・
・
」

「
う
ふ
ふ
。
頼
も
し
い
限
り
だ
こ
と
」

女
王
は
、
に
こ
や
か
な
笑
み
を
二
人
に
向
け
る
と
、
再
び
視
線
を
民
に
戻
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
素
敵
な
事
が
起
き
る
の
か
し
ら
！
」

女
王
は
、
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
、
そ
う
言
っ
た
・
・
・
。
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カ
ツ
ン
　
カ
ツ
ン

広
い
廊
下
を
、
黒
い
髪
を
地
面
ま
で
垂
ら
し
た
神
秘
的
な
女
性
、
リ
リ
ィ
が
歩

く
。

「
リ
リ
ィ
」

そ
ん
な
彼
女
を
、
銀
髪
の
女
性
が
呼
び
止
め
る
。

「
・
・
・
何
だ
、
シ
ル
ク
」

「
発
見
し
た
わ
。
例
の
ア
レ
」

「
・
・
・
そ
う
か
。
で
は
、
た
だ
ち
に
・
・
・
第
一
部
隊
隊
長
、
ラ
ラ
を
向
か

わ
せ
ろ
」

「
・
・
・
彼
女
明
日
休
み
じ
ゃ
な
か
っ
た
？
」

「
じ
ゃ
あ
そ
の
休
み
の
時
で
い
い
」

「
・
・
・
ほ
ん
っ
と
、
鬼
み
た
い
な
人
」
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
主
人
公
が
出
て
こ
な
か
っ
た
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第
１
話
　
　
ラ
ラ
の
憂
鬱
（
前
書
き
）

よ
う
や
く
主
人
公
登
場
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第
１
話
　
　
ラ
ラ
の
憂
鬱

「
へ
？
仕
事
？
」

『
ね
？
お
願
い
』

「
は
っ
は
っ
は
・
・
・
・
・
・
。
ざ
っ
け
ん
な
あ
の
ク
ソ
野
郎
が
ぁ
！
！
！
」

イ
ベ
ル
ク
ル
王
国
女
王
就
任
か
ら
翌
日
。

王
国
内
の
小
さ
な
喫
茶
店
で
一
人
の
女
性
の
絶
叫
が
こ
だ
ま
し
た
。

「
ア
イ
ツ
絶
対
私
の
休
み
の
時
を
狙
っ
て
る
だ
ろ
！
」

『
そ
ん
な
事
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
な
い
わ
』

「
な
ん
だ
そ
の
間
は
！
」

『
と
に
か
く
、
頼
ん
だ
か
ら
ね
！
』

ブ
ツ
ッ
　
ツ
ー
ツ
ー
ツ
ー

「
・
・
・
・
・
・
」

恨
み
殺
し
て
や
る
、
と
彼
女
は
呟
く
。

女
王
直
属
特
殊
部
隊
『
百
合
』
第
一
部
隊
隊
長
で
あ
る
彼
女
、
ラ
ラ
は
、
一
ヶ

月
ぶ
り
の
休
み
に
、
体
を
じ
っ
く
り
休
ま
せ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
仕
事
を

持
ち
込
ん
で
き
た
上
司
に
殺
意
を
覚
え
て
い
た
。

無
論
殺
せ
る
わ
け
な
い
の
だ
が
。

「
し
か
し
・
・
・
ど
こ
だ
よ
ル
キ
ル
の
村
っ
て
・
・
・
。
ン
な
モ
ン
存
在
し
て

ん
の
か
？
オ
イ
、
そ
こ
の
」

「
わ
、
私
で
す
か
・
・
・
？
」

「
ル
キ
ル
村
っ
て
ど
こ
？
」

「
え
え
と
、
こ
こ
か
ら
西
に
ず
っ
と
進
ん
だ
場
所
に
・
・
・
。
片
道
２
時
間
ぐ

ら
い
か
と
」

「
は
ぁ
っ
！
？
・
・
・
あ
の
リ
リ
ィ
の
ク
ソ
野
郎
が
ぁ
・
・
・
。
覚
え
て
い
や

が
れ
・
・
・
」

物
騒
な
セ
リ
フ
を
口
ず
さ
む
と
、
ラ
ラ
は
バ
イ
ク
の
鍵
を
手
に
取
る
。

「
片
道
２
時
間
・
・
・
か
。
さ
て
、
ど
ん
な
仕
事
な
の
か
な
っ
と
。
く
だ
ら
ね
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ぇ
仕
事
だ
っ
た
ら
ぶ
っ
飛
ば
し
て
や
る
」

・
・
・
無
論
ぶ
っ
飛
ば
す
前
に
彼
女
が
ぶ
っ
飛
ば
さ
れ
る
の
だ
が
・
・
・
。

ド
ル
ル
ル
ル

バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
音
を
大
き
く
な
ら
し
、
ラ
ラ
は
西
の
方
に
向
か
う
。

時
計
を
見
る
と
、
す
で
に
午
後
４
時
を
さ
し
て
い
た
。

「
コ
イ
ツ
は
一
日
じ
ゃ
無
理
だ
な
。
・
・
・
泊
め
て
貰
う
か
な
っ
と
・
・
・
お

わ
っ
！
？
」

ガ
ッ
シ
ャ
ン
ド
ッ
ゴ
ン

ブ
レ
ー
キ
を
か
け
損
ね
た
ラ
ラ
は
、
派
手
に
丘
を
転
が
っ
て
い
っ
た
。

「
痛
ぇ
・
・
・
」

「
大
丈
夫
で
す
か
？
」

突
如
上
か
ら
声
が
し
た
。

そ
の
声
に
反
応
し
た
ラ
ラ
は
、
す
ぐ
さ
ま
戦
闘
態
勢
を
と
る
。

「
誰
だ
！
」

「
あ
、
あ
、
あ
の
・
・
・
」

目
の
前
に
居
た
の
は
、
長
い
髪
の
少
女
だ
っ
た
。
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第
１
話
　
　
ラ
ラ
の
憂
鬱
（
後
書
き
）

次
回
、
こ
の
少
女
の
正
体
が
明
ら
か
に
な
る
の
か
は
知
ら
な
い
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第
２
話
　
　
Ｄ
１
５
７

「
ケ
ガ
・
・
・
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
・
・
・
な
い
が
」

突
如
現
れ
た
少
女
に
、
驚
き
を
隠
せ
な
い
ラ
ラ
。

戦
争
時
の
ク
セ
か
、
つ
い
殺
気
を
出
し
て
し
ま
う
。

「
あ
、
あ
の
・
・
・
え
え
っ
と
・
・
・
こ
こ
、
ど
こ
か
知
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
ほ
ぇ
？
お
前
も
知
ら
な
い
の
？
」

「
じ
ゃ
あ
貴
女
は
・
・
・
」

「
私
も
知
ら
な
い
け
ど
よ
ぉ
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
」

沈
黙
が
流
れ
る
。

ラ
ラ
は
正
直
、
し
ま
っ
た
、
と
思
っ
た
。

彼
女
自
身
、
見
知
ら
ぬ
人
と
戯
れ
る
ほ
ど
の
心
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
し
、

第
一
仕
事
だ
っ
て
あ
る
。

こ
の
状
況
を
何
と
か
抜
け
出
せ
な
い
も
の
か
。

そ
う
思
っ
て
い
た
矢
先
の
こ
と
。

ブ
ル
ル
ル
ル

携
帯
が
な
り
始
め
た
。

「
ん
・
・
・
。
も
し
も
し
。
リ
リ
ィ
・
・
・
様
？
」

『
ど
こ
で
油
を
売
っ
て
い
る
』

「
い
や
・
・
・
。
実
は
今
女
の
子
と
喋
っ
て
い
て
・
・
・
」

『
い
つ
か
ら
レ
ズ
専
に
な
っ
た
？
月
読
の
よ
う
な
奴
だ
な
』

殺
し
て
や
ろ
う
か
、
と
ラ
ラ
は
（
心
の
中
で
）
呟
い
た
。

『
で
？
女
の
名
前
は
？
』

「
へ
？
あ
、
あ
あ
。
え
え
と
、
お
前
、
名
前
は
？
」

「
え
？
知
ら
な
い
で
す
わ
」
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「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
は
？
」

知
ら
な
い
、
と
は
ど
う
い
う
事
だ
。
と
ラ
ラ
は
聞
き
返
し
た
。

「
私
に
は
名
前
が
無
い
の
で
す
。
生
ま
れ
た
時
か
ら
・
・
・
ず
っ
と
。
・
・
・

Ｄ
１
５
７
と
呼
ば
れ
て
い
た
事
だ
け
は
・
・
・
」

「
・
・
・
だ
と
よ
」

『
む
ぅ
・
・
・
』

リ
リ
ィ
は
急
に
黙
り
込
む
。

そ
し
て

『
よ
し
、
任
務
変
更
だ
ラ
ラ
。
彼
女
を
こ
っ
ち
に
連
れ
て
帰
れ
』

「
は
？
」

『
命
令
だ
。
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
わ
か
っ
た
な
？
』

最
後
の
「
わ
か
っ
た
な
？
」
に
は
、
リ
リ
ィ
特
有
の
『
殺
気
』
が
込
め
ら
れ
て

い
た
。

「
・
・
・
わ
か
り
ま
し
た
っ
よ
・
・
・
。
し
っ
か
な
ね
ぇ
な
ぁ
・
・
・
。
つ
ー

事
で
、
お
前
、
私
と
一
緒
に
来
い
」

「
ほ
ぇ
？
」

ま
ぁ
普
通
は
そ
ん
な
事
言
わ
れ
た
ら
驚
く
だ
ろ
う
。

例
え
記
憶
を
な
く
し
て
い
て
も
。

「
・
・
・
い
い
か
ら
来
い
。
ウ
チ
の
上
司
か
ら
の
命
令
だ
。
ア
イ
ツ
の
命
令
逆

ら
う
と
怖
ぇ
ぞ
」

ラ
ラ
は
少
女
の
腕
を
引
っ
張
る
。

そ
し
て
気
が
つ
い
た
。

「
ゑ
・
・
・
お
前
・
・
・
全
・
・
・
裸
・
・
・
？
」

少
女
、
Ｄ
１
５
７
は
、
一
糸
纏
わ
ぬ
姿
だ
っ
た
。

「
そ
ん
な
姿
で
出
歩
く
な
ぁ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！
！
」

「
ひ
っ
！
ご
、
ご
め
ん
な
さ
い
・
・
・
」

「
い
い
い
い
い
か
ら
！
な
な
な
な
ん
か
服
・
・
・
」

そ
れ
に
し
て
も
こ
の
第
一
部
隊
長
、
男
で
も
な
い
く
せ
に
動
揺
し
す
ぎ
だ
ろ
う
。
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ラ
ラ
は
何
か
に
憑
か
れ
た
か
の
様
に
、
「
服
服
服
・
・
・
」
と
唱
え
て
い
る
の

だ
っ
た
。
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第
２
話
　
　
Ｄ
１
５
７
（
後
書
き
）

何
故
か
段
々
へ
た
く
そ
に
な
っ
て
い
く
不
思
議

次
回
は
・
・
・
ラ
ラ
が
Ｄ
１
５
７
の
名
前
を
決
め
る
シ
ー
ン
に
し
よ
う
か
な
ぁ
・

・
・
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第
３
話
　
　
バ
イ
ク
の
上
で
（
前
書
き
）

若
干
百
合
要
素
有
り
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第
３
話
　
　
バ
イ
ク
の
上
で

「
あ
の
、
服
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
・
・
・
」

「
・
・
・
い
や
・
・
・
」

ア
ノ
後
、
ラ
ラ
は
自
分
の
持
ち
物
の
中
に
ロ
ン
グ
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
の
を
思
い

出
し
、
そ
れ
を
Ｄ
１
５
７
に
羽
織
っ
た
。

そ
し
て
今
彼
女
ら
は
バ
イ
ク
に
乗
り
、
『
百
合
』
本
部
に
向
か
っ
て
い
る
。

余
談
だ
が
、
こ
の
イ
ベ
ル
ク
ル
王
国
は
バ
イ
ク
無
し
の
二
人
乗
り
は
禁
止
で
あ

る
。

「
何
で
裸
で
あ
ん
な
ト
コ
に
？
」

「
あ
、
あ
の
、
目
覚
め
た
ら
・
・
・
変
な
、
真
っ
白
な
お
部
屋
に
い
て
・
・
・
」

「
で
・
・
・
？
」

「
で
・
・
・
・
・
・
外
に
出
て
・
・
・
」

「
ず
っ
と
あ
の
格
好
で
・
・
・
？
」

「
は
、
は
い
」

誰
か
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
か
心
配
に
な
る
。
と
ラ
ラ
は
思
う
。

Ｄ
１
５
７
は
、
見
た
目
こ
そ
幼
い
も
の
の
、
顔
つ
き
は
い
わ
ゆ
る
美
少
女
だ
っ

た
。

そ
ん
な
彼
女
が
裸
で
た
っ
て
い
た
ら
、
健
全
な
男
な
ら
ま
ず
『
食
べ
た
い
』
と

思
う
だ
ろ
う
。

・
・
・
一
部
の
女
性
も
そ
う
思
う
だ
ろ
う
が
。

「
・
・
・
お
前
、
家
は
？
」

「
・
・
・
な
い
で
す
」

「
家
族
は
？
」

「
・
・
・
知
ら
な
い
で
す
」

「
・
・
・
お
前
、
『
聖
戦
兵
器
』
か
？
」

「
・
・
・
な
ん
で
す
の
、
ソ
レ
」

「
い
や
知
ら
な
い
な
ら
別
に
構
わ
な
い
」

聖
戦
兵
器
。
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そ
れ
は
聖
戦
の
時
に
作
ら
れ
た
『
兵
器
生
物
』
の
事
。

そ
の
被
験
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、
女
性
、
そ
し
て
当
時
子
供
だ
っ
た
人
間
で
あ
る
。

ラ
ラ
を
含
ん
だ
、
百
合
の
人
間
の
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
聖
戦
兵
器
だ
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
風
が
気
持
ち
い
い
で
す
わ
」

「
・
・
・
は
っ
。
そ
う
か
い
。
私
は
も
う
そ
ん
な
事
・
・
・
感
じ
ら
れ
な
い
が

な
」

「
・
・
・
そ
ん
な
事
あ
り
ま
せ
ん
わ
。
貴
女
は
・
・
素
敵
で
す
も
の
」

「
は
？
」

「
貴
女
は
見
知
ら
ぬ
私
に
、
服
を
く
れ
る
と
い
う
素
敵
な
事
を
な
さ
っ
た
も
の
」

「
い
や
・
・
・
そ
れ
は
・
・
・
」

ラ
ラ
は
む
ず
痒
い
気
分
に
な
る
。

「
あ
あ
あ
、
ホ
ラ
、
し
っ
か
り
私
に
捕
ま
っ
て
ろ
よ
。
と
ば
す
か
ら
！
ア
イ
ツ

時
間
に
厳
し
い
ん
だ
よ
な
～
」

「
ふ
ふ
っ
。
そ
う
で
す
か
。
で
は
む
ぎ
ゅ
っ
と
」

「
ち
ょ
、
そ
こ
・
・
・
胸
な
ん
だ
が
・
・
・
」



18

第
３
話
　
　
バ
イ
ク
の
上
で
（
後
書
き
）

・
・
・
名
前
の
部
分
が
無
か
っ
た
。

次
回
こ
そ
・
・
・
！
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第
４
話
　
　
百
合
の
ア
ジ
ト

長
い
長
い
道
を
、
ラ
ラ
と
少
女
、
Ｄ
１
５
７
は
バ
イ
ク
で
進
む
。

ラ
ラ
は
途
中
何
度
も
Ｄ
１
５
７
に
「
寒
く
な
い
か
？
」
な
ど
と
聞
く
が
、
Ｄ
１

５
７
は
何
も
答
え
な
い
。

そ
う
し
て
進
む
こ
と
数
時
間
。
よ
う
や
く
女
王
の
住
む
城
が
見
え
て
き
た
。

す
る
と
ラ
ラ
は
城
に
は
い
か
ず
、
そ
の
ま
ま
近
く
に
あ
る
小
屋
の
中
に
バ
イ
ク

を
入
れ
た
。

「
・
・
・
こ
こ
に
は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
け
ど
？
」

「
い
や
、
そ
う
じ
ゃ
ね
ぇ
」

そ
う
言
う
と
ラ
ラ
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
カ
ー
ド
を
取
り
出
し
、
小
屋
の
壁
に
か
け

て
あ
っ
た
絵
の
額
縁
に
差
し
込
ん
だ
。

「
？
？
？
」

そ
し
て
今
だ
状
況
の
読
め
な
い
Ｄ
１
５
７
（
当
然
だ
が
）
。

す
る
と
、
突
然
額
縁
か
ら
七
色
の
光
が
現
れ
た
。

「
ホ
ラ
、
行
く
ぞ
」

「
え
・
・
・
で
も
・
・
・
」

「
大
丈
夫
だ
っ
て
！
イ
グ
ル
ク
ル
の
科
学
力
を
舐
め
ん
な
！
」

Ｄ
１
５
７
は
ラ
ラ
に
腕
を
つ
か
ま
れ
た
ま
ま
、
そ
の
光
の
中
に
入
っ
て
い
っ
た
。

「
ん
・
・
・
こ
こ
は
・
・
・
」

そ
し
て
彼
女
が
み
た
物
は
・
・
・
。

「
だ
ぁ
れ
？
そ
の
子
」

ゴ
シ
ッ
ク
系
の
服
に
身
を
包
ん
だ
短
い
髪
の
少
女
だ
っ
た
。

「
き
ゃ
あ
あ
！
！
」

「
オ
ラ
セ
フ
ィ
ル
。
驚
か
せ
ん
な
」

「
ご
め
ん
ご
め
ん
。
で
、
本
当
に
誰
こ
の
子
」

指
さ
す
な
、
と
ラ
ラ
は
セ
フ
ィ
ル
と
呼
ば
れ
た
少
女
の
手
を
は
た
く
。

「
今
か
ら
上
司
ん
ト
コ
行
く
ん
だ
よ
」

「
へ
ぇ
～
。
じ
ゃ
あ
ボ
ク
も
行
く
！
！
」
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「
く
る
な
」

そ
う
は
言
う
も
の
の
、
セ
フ
ィ
ル
は
ラ
ラ
の
後
ろ
を
ち
ょ
こ
ち
ょ
こ
つ
い
て
く

る
。

「
・
・
・
あ
の
・
・
・
こ
こ
・
・
・
」

「
こ
こ
は
私
ら
王
国
防
衛
特
殊
部
隊
、
百
合
の
ア
ジ
ト
だ
よ
」

「
王
国
・
・
・
？
」

「
女
王
直
属
特
殊
部
隊
っ
て
言
っ
た
方
が
わ
か
り
や
す
い
か
な
」

「
い
え
さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
わ
」

「
・
・
・
・
・
・
」

ラ
ラ
と
Ｄ
１
５
７
は
宮
殿
の
よ
う
な
ア
ジ
ト
内
部
を
早
歩
き
で
進
ん
で
い
く
。

ず
っ
と
、
ず
ぅ
っ
と
。

「
そ
ろ
そ
ろ
つ
く
と
思
う
ぜ
」

「
こ
こ
が
『
上
司
』
の
お
部
屋
で
す
の
・
・
・
？
」

「
そ
う
！
こ
こ
に
ボ
ク
達
『
百
合
』
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
世
界
最
強
の
剣
士

が
い
る
ん
だ
！
」

「
じ
ゃ
あ
入
ろ
う
ぜ
。
リ
リ
ィ
様
、
今
帰
り
ま
し
た
」

ギ
ギ
ギ
・
・
・
と
音
を
立
て
、
そ
の
大
き
な
扉
は
ゆ
っ
く
り
と
開
く
。

「
お
か
え
り
、
ラ
ラ
」

「
・
・
・
こ
の
方
が
・
・
・
リ
リ
ィ
様
・
・
・
？
」

中
に
い
た
の
は
、
忍
装
束
を
着
た
、
美
し
い
女
性
だ
っ
た
。
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第
４
話
　
　
百
合
の
ア
ジ
ト
（
後
書
き
）

次
、
次
こ
そ
は
・
・
・
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

天使と悪魔
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